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(57)【要約】
【課題】プリンタを制御するプログラムであって、用紙
の無駄を軽減させる技術を提供すること。
【解決手段】ＰＣ１のＣＰＵ１１は、プリンタドライバ
４３を実行することで、画像データと、印刷に用いる用
紙の用紙サイズと、レイアウト数と、を取得する。画像
データは、複数ページの画像を示すデータであり、各画
像のサイズはＡ４サイズ等であり、用紙サイズは定型サ
イズに比較して用紙幅に対する用紙高さの比が大きい長
尺紙であり、レイアウト数は、１枚の用紙に配置する画
像の数である。さらにＣＰＵ１１は、取得した画像デー
タが示す複数ページの各画像を、レイアウト数ごとに、
画像の長辺が用紙の用紙幅方向となるように並べて配置
した合成画像を示す印刷データであり、用紙サイズが示
す用紙を用いた印刷をプリンタ２にさせるための印刷デ
ータを生成する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報処理装置のコンピュータによって実行可能なプログラムであって、
　前記コンピュータに、
　　画像データを取得する画像データ取得処理を実行させ、前記画像データは、複数ペー
ジの画像を示すデータであり、前記画像データが示す前記複数ページの各画像のサイズは
、第１方向の辺のサイズが第２方向の辺のサイズ以上であり、前記第２方向の辺のサイズ
を１とした場合に、前記第１方向の辺のサイズはＭであり、前記Ｍは１以上の値であり、
　さらに前記コンピュータに、
　　印刷に用いられる用紙の用紙サイズを取得する第１サイズ取得処理を実行させ、前記
用紙サイズは、第３方向の辺のサイズが第４方向の辺のサイズよりも大きく、前記第４方
向の辺のサイズを１とした場合に、前記第３方向の辺のサイズがＮであり、前記Ｎは前記
Ｍよりも大きな値であり、
　さらに前記コンピュータに、
　　配置数を取得する配置数取得処理を実行させ、前記配置数は、前記画像データ取得処
理にて取得した前記画像データを前記用紙に配置する数であって、３以上の値であり、
　さらに前記コンピュータに、
　　前記画像データ取得処理にて取得した前記画像データに基づいて、印刷データを生成
する印刷データ生成処理を実行させ、前記印刷データは、前記画像データ取得処理にて取
得した前記画像データが示す前記複数ページの各画像を、前記配置数取得処理にて取得し
た前記配置数ごとに、前記画像の前記第２方向の辺が前記用紙の前記第３方向の辺と同じ
方向となるように並べて配置した合成画像を示すデータであり、前記用紙サイズが示す用
紙を用いた印刷をプリンタにさせるためのデータである、
　ことを特徴とするプログラム。
【請求項２】
請求項１に記載するプログラムにおいて、
　さらに前記コンピュータに、
　　前記第１サイズ取得処理にて取得した用紙サイズが、ユーザ定義サイズであった場合
、前記印刷データ生成処理を実行させる、
　ことを特徴とするプログラム。
【請求項３】
請求項１または請求項２に記載するプログラムにおいて、
　前記コンピュータに、
　　画像の並び順の設定を受け付ける並び順設定処理を実行させ、前記並び順の設定には
、少なくとも第１順と第２順とが含まれ、
　　前記印刷データ生成処理では、前記画像データ取得処理にて取得した前記画像データ
が示す前記複数ページの各画像について、
　　　前記並び順設定処理にて受け付けた前記並び順の設定が前記第１順であった場合、
前記画像の前記第２方向の辺の一方側が、前記用紙の前記第３方向の辺の一方側となり、
前記画像の前記第２方向の辺の他方側が、前記用紙の前記第３方向の辺の他方側となるよ
うに配置し、
　　　前記並び順設定処理にて受け付けた前記並び順の設定が前記第２順であった場合、
前記画像の前記第２方向の辺の一方側が、前記用紙の前記第３方向の辺の他方側となり、
前記画像の前記第２方向の辺の他方側が、前記用紙の前記第３方向の辺の一方側となるよ
うに配置した、前記合成画像を示す前記印刷データを生成する、
　ことを特徴とするプログラム。
【請求項４】
請求項１から請求項３のいずれか１つに記載するプログラムにおいて、
　前記コンピュータに、
　　前記情報処理装置にインストールされたアプリケーションに渡される用紙サイズを取



(3) JP 2021-128564 A 2021.9.2

10

20

30

40

50

得する第２サイズ取得処理を実行させ、前記アプリケーションは、渡された前記用紙サイ
ズに基づいて、前記画像データ取得処理にて取得させる前記画像データに示される各画像
を生成し、
　　前記第１サイズ取得処理では、
　　　前記第２サイズ取得処理にて取得される用紙サイズと前記配置数取得処理にて取得
される配置数との組み合わせごとに、印刷に用いられる用紙の用紙サイズとして印刷可能
な範囲が設定されており、前記第２サイズ取得処理にて取得した用紙サイズと前記配置数
取得処理にて取得した配置数との組み合わせに基づいて、印刷可能な用紙サイズを取得し
、印刷不可能な用紙サイズを取得しない、
　ことを特徴とするプログラム。
【請求項５】
請求項１から請求項３のいずれか１つに記載するプログラムにおいて、
　前記コンピュータに、
　　前記情報処理装置にインストールされたアプリケーションに渡される用紙サイズを取
得する第２サイズ取得処理を実行させ、前記アプリケーションは、渡された前記用紙サイ
ズに基づいて、前記画像データ取得処理にて取得させる前記画像データに示される各画像
を生成し、
　さらに前記コンピュータに、
　　前記第２サイズ取得処理にて取得される用紙サイズと、前記第１サイズ取得処理にて
取得される用紙サイズと、前記配置数取得処理にて取得される配置数と、の組み合わせご
とに、印刷に用いられる用紙の用紙サイズとして印刷可能な範囲が設定されており、前記
第２サイズ取得処理にて取得した用紙サイズと、前記第１サイズ取得処理にて取得した用
紙サイズと、前記配置数取得処理にて取得した配置数と、の組み合わせが印刷不可能な組
み合わせであった場合に、印刷不可能を示す情報を前記情報処理装置のユーザインタフェ
ースに報知させる報知処理を実行させる、
　ことを特徴とするプログラム。
【請求項６】
請求項１から請求項５のいずれか１つに記載するプログラムにおいて、
　前記印刷データ生成処理では、
　　前記画像データ取得処理にて取得した前記画像データが示す前記複数ページの各画像
を、先行するページの画像の前記第１方向の辺の、後続するページの画像に近い側の位置
を基準に、後続するページの画像の前記第１方向の辺の、先行するページの画像に近い側
の位置を決定する、
　ことを特徴とするプログラム。
【請求項７】
請求項１から請求項６のいずれか１つに記載するプログラムにおいて、
　前記コンピュータに、
　　前記第１サイズ取得処理にて取得した用紙サイズと、前記配置数取得処理にて取得し
た配置数とに基づいて、前記印刷データ生成処理にて生成される前記合成画像の各ページ
の画像の配置を示すレイアウト画像を、前記情報処理装置のユーザインタフェースに表示
させるレイアウト表示処理を実行させ、前記レイアウト画像の各ページの画像には、ペー
ジ番号と画像の向きとが示される、
　ことを特徴とするプログラム。
【請求項８】
請求項１から請求項７のいずれか１つに記載するプログラムにおいて、
　前記コンピュータに、
　　スケーリングが有効か無効かを示す設定を受け付けるスケーリング設定処理を実行さ
せ、
　前記印刷データ生成処理では、
　　前記スケーリング設定処理にて受け付けた前記設定が有効を示す場合、前記画像デー
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タ取得処理にて取得した前記画像データが示す前記複数ページの各画像の倍率を変更し、
変更後の各画像を並べた前記合成画像を示す前記印刷データを生成し、
　　前記スケーリング設定処理にて受け付けた前記設定が無効を示す場合、前記画像デー
タ取得処理にて取得した前記画像データが示す前記複数ページの各画像の倍率を変更せず
、前記印刷データを生成する、
　ことを特徴とするプログラム。
【請求項９】
請求項８に記載するプログラムにおいて、
　前記スケーリング設定処理では、
　　倍率を示す倍率設定を、スケーリングが有効か無効かを示す前記設定とともに受け付
け、
　前記印刷データ生成処理では、
　　前記スケーリング設定処理にて受け付けた前記設定が有効を示すことによって前記複
数ページの各画像の倍率を変更する際、前記倍率設定に示される倍率に変更する、
　ことを特徴とするプログラム。
【請求項１０】
請求項８に記載するプログラムにおいて、
　前記印刷データ生成処理では、
　　前記スケーリング設定処理にて受け付けた前記設定が有効を示すことによって前記複
数ページの各画像の倍率を変更する際、前記複数ページの各画像の前記第１方向の辺のサ
イズが前記第１サイズ取得処理にて取得した用紙サイズの前記第４方向の辺のサイズに揃
うように倍率を決定する、
　ことを特徴とするプログラム。
【請求項１１】
請求項３に記載するプログラムにおいて、
　前記印刷データ生成処理では、前記画像データ取得処理にて取得した前記画像データが
示す前記複数ページの各画像について、
　　前記第１方向の辺のサイズが前記第１サイズ取得処理にて取得した用紙サイズの前記
第４方向のサイズ以下の画像の場合、当該画像を、前記画像の前記第２方向の辺が前記用
紙の前記第３方向の辺と同じ方向となるように配置し、
　　前記第１方向の辺のサイズが前記第１サイズ取得処理にて取得した用紙サイズの前記
第４方向のサイズよりも大きい画像の場合、当該画像を、前記画像の前記第１方向の辺が
前記用紙の前記第３方向の辺と同じ方向となるように配置した、前記合成画像を示す前記
印刷データを生成する、
　ことを特徴とするプログラム。
【請求項１２】
　コンピュータを備える情報処理装置であって、
　前記コンピュータは、
　　画像データを取得する画像データ取得処理を実行し、前記画像データは、複数ページ
の画像を示すデータであり、前記画像データが示す前記複数ページの各画像のサイズは、
第１方向の辺のサイズが第２方向の辺のサイズよりも大きく、前記第２方向の辺のサイズ
を１とした場合に、前記第１方向の辺のサイズはＭであり、前記Ｍは１よりも大きな値で
あり、
　さらに前記コンピュータは、
　　印刷に用いられる用紙の用紙サイズを取得する第１サイズ取得処理を実行し、前記用
紙サイズは、第３方向の辺のサイズが第４方向の辺のサイズよりも大きく、前記第４方向
の辺のサイズを１とした場合に、前記第３方向の辺のサイズがＮであり、前記Ｎは前記Ｍ
よりも大きな値であり、
　さらに前記コンピュータは、
　　配置数を取得する配置数取得処理を実行し、前記配置数は、前記画像データ取得処理
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にて取得した前記画像データを前記用紙に配置する数であって、３以上の値であり、
　さらに前記コンピュータは、
　　前記画像データ取得処理にて取得した前記画像データに基づいて、印刷データを生成
する印刷データ生成処理を実行し、前記印刷データは、前記画像データ取得処理にて取得
した前記画像データが示す前記複数ページの各画像を、前記配置数取得処理にて取得した
前記配置数ごとに、前記画像の前記第２方向の辺が前記用紙の前記第３方向の辺と同じ方
向となるように並べて配置した合成画像を示すデータであり、前記用紙サイズが示す用紙
を用いた印刷をプリンタにさせるためのデータである、
　ことを特徴とする情報処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書に開示される技術分野は、プリンタを制御するプログラムおよび情報処理装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パーソナルコンピュータ等の情報処理装置において、ロール紙等の長尺の用紙に印刷が
可能なプリンタを制御する技術が知られている。例えば、特許文献１には、ロール紙プリ
ンタを制御するプリンタドライバであって、用紙サイズを含む印刷設定を受け付けるダイ
アログボックスを情報処理装置に表示させる技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－２９５０７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　印刷対象の画像の幅が用紙の幅よりも小さい場合、印刷後の用紙に余白が生じる。この
余白は、印刷対象の画像の幅と用紙の幅との差が大きくなるほど大きく、印刷に使われな
いため無駄である。例えば、Ａ３幅の長尺紙に対してＡ４幅の画像を印刷する場合、用紙
の幅半分を無駄にしてしまう。
【０００５】
　本明細書は、プリンタを制御するプログラムであって、用紙の無駄を軽減させる技術を
開示する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この課題の解決を目的としてなされたプログラムは、情報処理装置のコンピュータによ
って実行可能なプログラムであって、前記コンピュータに、画像データを取得する画像デ
ータ取得処理を実行させ、前記画像データは、複数ページの画像を示すデータであり、前
記画像データが示す前記複数ページの各画像のサイズは、第１方向の辺のサイズが第２方
向の辺のサイズ以上であり、前記第２方向の辺のサイズを１とした場合に、前記第１方向
の辺のサイズはＭであり、前記Ｍは１以上の値であり、さらに前記コンピュータに、印刷
に用いられる用紙の用紙サイズを取得する第１サイズ取得処理を実行させ、前記用紙サイ
ズは、第３方向の辺のサイズが第４方向の辺のサイズよりも大きく、前記第４方向の辺の
サイズを１とした場合に、前記第３方向の辺のサイズがＮであり、前記Ｎは前記Ｍよりも
大きな値であり、さらに前記コンピュータに、配置数を取得する配置数取得処理を実行さ
せ、前記配置数は、前記画像データ取得処理にて取得した前記画像データを前記用紙に配
置する数であって、３以上の値であり、さらに前記コンピュータに、前記画像データ取得
処理にて取得した前記画像データに基づいて、印刷データを生成する印刷データ生成処理
を実行させ、前記印刷データは、前記画像データ取得処理にて取得した前記画像データが
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示す前記複数ページの各画像を、前記配置数取得処理にて取得した前記配置数ごとに、前
記画像の前記第２方向の辺が前記用紙の前記第３方向の辺と同じ方向となるように並べて
配置した合成画像を示すデータであり、前記用紙サイズが示す用紙を用いた印刷をプリン
タにさせるためのデータである、ことを特徴としている。
【０００７】
　本明細書に開示されるプログラムを実行することで、情報処理装置は、第１方向のサイ
ズが第２方向のサイズ以上の画像を、第３方向のサイズが第４方向のサイズよりも大きい
長尺の用紙に印刷する場合に、画像の第２方向を用紙の第３方向と同じ方向に並べた合成
画像の印刷データを生成する。つまり、縦長の画像を横長にして用紙の長手方向に並べて
配置する。従って、縦長のまま連続して印刷する場合と比較して、余白の量が抑えられ、
印刷に使用する用紙の長さも短くなり、用紙の無駄を減らすことができる。
【０００８】
　上記プログラムの機能を実現する情報処理装置、プログラムの機能を実現するための制
御方法、プログラムを格納するコンピュータにて読取可能な記憶媒体も、新規で有用であ
る。
【発明の効果】
【０００９】
　本明細書に開示される技術によれば、プリンタを制御するプログラムであって、用紙の
無駄を軽減させる技術が実現される。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施の形態にかかるＰＣの概略構成図である。
【図２】印刷設定処理の手順を示すフローチャートである。
【図３】印刷設定画面の例を示す説明図である。
【図４】レイアウトの例を示す説明図である。
【図５】レイアウトの例を示す説明図である。
【図６】警告メッセージの例を示す説明図である。
【図７】レイアウトの例を示す説明図である。
【図８】印刷設定画面の例を示す説明図である。
【図９】印刷処理の手順を示すフローチャートである。
【図１０】レイアウトの例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、プログラムを具体化した実施の形態について、添付図面を参照しつつ詳細に説明
する。本形態は、印刷機能を有する装置であるプリンタに接続可能なパーソナルコンピュ
ータ（以下、「ＰＣ」とする）にて実行されるプログラムを開示するものである。
【００１２】
　本形態のＰＣ１は、例えば、図１に示すように、プリンタ２と通信可能に接続されてい
る。ＰＣ１は、プリンタ２に各種の機能を行わせるための各種のアプリケーションプログ
ラム（以下、「アプリ」とする）を実行可能な装置である。ＰＣ１は、情報処理装置の一
例である。ＰＣ１に代えて、例えば、スマートフォン、タブレットコンピュータであって
も良い。
【００１３】
　プリンタ２は、少なくとも印刷媒体への画像の印刷を行う印刷機能と、ＰＣ１との通信
を行う通信機能と、を有する装置である。なお、印刷媒体は、紙に限らず、布、フィルム
等であっても良いが、以下では、印刷媒体のサイズを、単に「用紙サイズ」とする。また
、用紙サイズのうち、プリンタ２における印刷媒体の搬送方向のサイズを「用紙高さ」、
プリンタ２における印刷媒体の搬送方向に直交する方向のサイズを「用紙幅」とする。用
紙幅は、プリンタ２にて画像を印刷する際の画像の走査方向のサイズである。
【００１４】
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　本形態のプリンタ２は、定型サイズ（例えば、国際規格Ａ判、米国規格レター）などの
カット紙を給紙可能に載置するための常設の給紙トレイを備え、さらに、着脱可能な給紙
トレイの装着が可能である。そして、本形態のプリンタ２は、着脱可能な給紙トレイとし
て、ロール紙を給紙可能に載置するためのロール紙用トレイ、長尺カット紙を給紙可能に
載置するための長尺紙用トレイ、が装着可能である。プリンタ２は、ロール紙用トレイま
たは長尺紙用トレイが装着されることで、ロール紙または長尺カット紙への印刷が可能な
装置である。
【００１５】
　ロール紙および長尺カット紙は、例えば、用紙高さが用紙幅よりも極端に長い（以下、
便宜上、「定型サイズに比較して、用紙幅に対する用紙高さの比が大きい」とも記載する
）などの理由で、常設の給紙トレイには、給紙可能に載置することが困難なサイズである
。なお、プリンタ２は、長尺カット紙を給紙可能に載置できる多目的トレイをさらに備え
ていても良い。
【００１６】
　ロール紙は、ロール状に巻かれた用紙であり、ロール紙用トレイを装着することで、プ
リンタ２は、ロール紙を巻きだして給紙しつつ印刷することができる。また、本形態のプ
リンタ２は、ロール紙用トレイのオプションとして、印刷済みの部分を切り離して排出す
るためのカッターの装着が可能であっても良い。また、長尺カット紙は、カット済みの長
尺紙であり、定型サイズに比較して、用紙幅に対する用紙高さの比が大きい用紙である。
以下では、ロール紙と長尺カット紙とをまとめて、「長尺紙」とする。
【００１７】
　本形態のＰＣ１は、図１に示すように、ＣＰＵ１１と、メモリ１４と、を含む制御部１
０を備えている。さらに、ＰＣ１は、通信インタフェース（以下、「通信ＩＦ」とする）
１６と、ユーザインタフェース（以下、「ユーザＩＦ」とする）１８と、を備え、これら
が制御部１０に電気的に接続されている。なお、図１中の制御部１０は、ＰＣ１の制御に
利用されるハードウェアやソフトウェアを纏めた総称であって、実際にＰＣ１に存在する
単一のハードウェアを表すとは限らない。
【００１８】
　ＣＰＵ１１は、メモリ１４から読み出したプログラムに従って、また、ユーザの操作に
基づいて、各種の処理を実行する。ＣＰＵ１１は、コンピュータの一例である。メモリ１
４は、例えば、ＨＤＤ、フラッシュメモリであり、各種のプログラム、画像データや文書
データ等のデータ、各種設定を記憶する領域として利用される。ＣＰＵ１１が備えるバッ
ファも、メモリの一例である。
【００１９】
　メモリの一例は、コンピュータが読み取り可能なストレージ媒体であってもよい。コン
ピュータが読み取り可能なストレージ媒体とは、ｎｏｎ－ｔｒａｎｓｉｔｏｒｙな媒体で
ある。ｎｏｎ－ｔｒａｎｓｉｔｏｒｙな媒体には、上記の例の他に、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶ
Ｄ－ＲＯＭ等の記録媒体も含まれる。また、ｎｏｎ－ｔｒａｎｓｉｔｏｒｙな媒体は、ｔ
ａｎｇｉｂｌｅな媒体でもある。一方、インターネット上のサーバなどからダウンロード
されるプログラムを搬送する電気信号は、コンピュータが読み取り可能な媒体の一種であ
るコンピュータが読み取り可能な信号媒体であるが、ｎｏｎ－ｔｒａｎｓｉｔｏｒｙなコ
ンピュータが読み取り可能なストレージ媒体には含まれない。
【００２０】
　通信ＩＦ１６は、プリンタ２等の外部装置との通信を行うためのハードウェアを含む。
通信ＩＦ１６の通信方式は、無線でも有線でもよく、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）、Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＵＳＢ、ＬＡＮ等、どのような規格の方式でもよい。
【００２１】
　ユーザＩＦ１８は、情報を画面に表示するハードウェアと、ユーザによる入力操作を受
け付けるハードウェアと、を含む。なお、ユーザＩＦ１８は、表示機能と入力受付機能と
を含むタッチパネルであっても良いし、表示機能を有するディスプレイと、入力受付機能
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を有するキーボードやマウス等との組み合わせであっても良い。
【００２２】
　本形態のＰＣ１のメモリ１４には、図１に示すように、オペレーティングシステム（以
下、「ＯＳ」とする）４１と、印刷アプリ４２と、プリンタドライバ４３と、が組み込ま
れている。ＯＳ４１は、例えば、Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）、ｍａｃＯＳ（登録商標）
、ｉＯＳ（登録商標）、Ａｎｄｒｏｉｄ（登録商標）、Ｌｉｎｕｘ（登録商標）である。
印刷アプリ４２は、アプリケーションの一例である。プリンタドライバ４３は、プログラ
ムの一例である。
【００２３】
　印刷アプリ４２は、印刷に関する各種の指示を受け付けるプログラムである。印刷アプ
リ４２は、例えば、印刷を行わせる装置の指定、印刷対象の画像の指定、印刷設定の編集
指示、印刷実行の指示、を受け付ける。印刷アプリ４２は、さらに、印刷対象の用紙の種
類やサイズの指定、コピー部数の指定、印字品質の選択等を受け付けてもよい。
【００２４】
　プリンタドライバ４３は、プリンタ２のモデルに対応するプログラムであり、プリンタ
２と通信を行って、プリンタ２の動作を制御するプログラムである。プリンタドライバ４
３は、例えば、印刷アプリ４２等にてプリンタ２が指定された状態で印刷実行の指示また
は印刷設定の編集指示を受け付けた場合、プリンタ２のプロパティ設定の指示を受け付け
た場合、プリンタ２の能力の問い合わせを受けた場合、に起動される。
【００２５】
　プリンタドライバ４３は、プリンタ２での印刷に関する詳細な印刷設定の編集指示、例
えば、印刷媒体としての用紙種類や用紙サイズの選択、用紙サイズとしてのユーザ定義サ
イズの登録、印字品質の指定、給紙トレイや排紙トレイの選択、を受け付ける。また、プ
リンタドライバ４３は、ＯＳ４１から印刷ジョブを受け付けた場合、印刷ジョブにて指定
されている画像データに基づいて、印刷データを生成する。印刷データは、プリンタ２に
渡す印刷コマンドに含まれるデータである。印刷アプリ４２等にて指定される画像データ
は種々のデータ形式であり、プリンタドライバ４３は、印刷データとして、例えば、ＰＤ
Ｌデータ、ビットマップデータを生成する。
【００２６】
　本形態のプリンタドライバ４３は、選択を受け付ける用紙サイズの情報として、プリン
タドライバ４３が予め備える定型サイズの用紙名と、ユーザによって定義されて登録され
たユーザ定義サイズの用紙の情報とを使用可能である。定型サイズの用紙名は、例えば、
Ａ４、１０×１５ｃｍ、Ａ５、Ａ６、Ｌｅｔｔｅｒ、Ｌｅｇａｌ、Ａ３、Ｌｅｄｇｅｒ、
である。ユーザ定義サイズの用紙の情報は、ユーザに定義された用紙名の情報と用紙サイ
ズの情報との組である。
【００２７】
　ユーザ定義サイズとしては、用紙幅と用紙高さとのそれぞれに対してユーザの指定を受
け付けることから、定型サイズよりも長尺の長尺紙の用紙サイズの指定が可能である。本
形態のプリンタドライバ４３は、用紙サイズとして長尺紙のユーザ定義サイズが選択され
た場合、用紙高さ方向に複数ページの画像を配置して１枚の用紙に印刷するレイアウト印
刷の指定を受け付ける。本形態のレイアウト印刷は、画像の一辺の長さが用紙幅以下であ
って、画像の他辺の長さが用紙高さの半分以下である画像を、画像の一辺を用紙幅方向に
他辺を用紙高さ方向に配置して、用紙高さ方向に複数並べて印刷させる印刷設定である。
【００２８】
　続いて、本形態のプリンタドライバ４３による処理について説明する。なお、以下の処
理およびフローチャートの各処理ステップは、基本的に、各プログラムに記述された命令
に従ったＣＰＵ１１の処理を示す。すなわち、以下の説明における「判断」、「抽出」、
「選択」、「算出」、「決定」、「特定」、「取得」、「受付」、「制御」等の処理は、
ＣＰＵ１１の処理を表している。ＣＰＵ１１による処理は、ＰＣ１のＯＳ４１のＡＰＩを
用いたハードウェア制御も含む。本明細書では、ＯＳ４１の記載を省略して各プログラム
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の動作を説明する。すなわち、以下の説明において、「プログラムＢがハードウェアＣを
制御する」という趣旨の記載は、「プログラムＢがＯＳ４１のＡＰＩを用いてハードウェ
アＣを制御する」ことを指してもよい。また、プログラムに記述された命令に従ったＣＰ
Ｕ１１の処理を、省略した文言で記載することがある。例えば、「ＣＰＵ１１が行う」、
「プログラムが行う」のように記載することがある。
【００２９】
　なお、「取得」は要求を必須とはしない概念で用いる。すなわち、ＣＰＵ１１が要求す
ることなくデータを受信するという処理も、「ＣＰＵ１１がデータを取得する」という概
念に含まれる。また、本明細書中の「データ」とは、コンピュータに読取可能なビット列
で表される。そして、実質的な意味内容が同じでフォーマットが異なるデータは、同一の
データとして扱われるものとする。本明細書中の「情報」についても同様である。また、
「要求する」、「指示する」とは、要求していることを示す情報や、指示していることを
示す情報を相手に出力することを示す概念である。また、要求していることを示す情報や
指示していることを示す情報のことを、単に、「要求」、「指示」とも記載する。
【００３０】
　また、ＣＰＵ１１による、情報Ａは事柄Ｂであることを示しているか否かを判断する処
理を、「情報Ａから、事柄Ｂであるか否かを判断する」のように概念的に記載することが
ある。ＣＰＵ１１による、情報Ａが事柄Ｂであることを示しているか、事柄Ｃであること
を示しているか、を判断する処理を、「情報Ａから、事柄Ｂであるか事柄Ｃであるかを判
断する」のように概念的に記載することがある。
【００３１】
　以下、本形態のプリンタドライバ４３による印刷設定処理の手順について、図２のフロ
ーチャートを参照して説明する。印刷設定処理は、印刷アプリ４２等にて印刷設定の編集
指示を受け付けたことにより、プリンタドライバ４３が起動されたことを契機に、ＰＣ１
のＣＰＵ１１にて実行される。なお、プリンタドライバ４３が予め起動されていれば、印
刷設定の編集指示を受け付けたアプリが、プリンタドライバ４３に印刷設定処理の実行開
始を指示する。
【００３２】
　ＣＰＵ１１は、まず、選択中の印刷設定を取得する（Ｓ１０１）。印刷設定には、前述
した用紙サイズや給紙トレイの設定も含まれる。印刷設定は、印刷をプリンタに指示する
ために用いられる各種のパラメータである。
【００３３】
　プリンタドライバ４３の起動時に、ＣＰＵ１１は、メモリ１４のプリンタドライバ４３
用の記憶領域に記憶されている印刷設定を読み出し、所定のデータ構造体に記憶させる。
このデータ構造体は、印刷アプリ４２等のアプリとプリンタドライバ４３とが共用する領
域であり、アプリとプリンタドライバ４３とのいずれからも編集されることがある。デー
タ構造体は、印刷アプリ４２等のアプリの実行中に限って一時的に利用される領域であり
、アプリの終了時には破棄される。Ｓ１０１では、ＣＰＵ１１は、このデータ構造体に記
憶されている印刷設定を読み出す。以後の処理では、ＣＰＵ１１は、読み出した印刷設定
を参照し、編集する。
【００３４】
　一方、プリンタドライバ４３用の記憶領域は、プリンタドライバ４３がＰＣ１にインス
トールされた際に設けられる領域であり、例えば、レジストリ、設定ファイルである。プ
リンタドライバ４３用の記憶領域は、プリンタドライバ４３や印刷アプリ４２等のアプリ
の実行状況にかかわらず保持される領域であり、恒久的に使用される。プリンタドライバ
４３のインストール時には、プリンタドライバ４３のインストーラ、ＯＳ４１、インスト
ール直後のプリンタドライバ４３、などが、その記憶領域に各種の情報を記憶させる。プ
リンタドライバ４３用の記憶領域に記憶される情報としては、例えば、印刷設定、モデル
情報があり、インストール後に編集される情報もある。
【００３５】
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　モデル情報は、このプリンタドライバ４３が印刷を指示するプリンタのモデルを示す情
報である。プリンタドライバ４３は、例えば同じ製品シリーズ内の複数のモデルに対応す
るプログラムであっても良く、プリンタドライバ４３のインストール時に、使用するプリ
ンタ（本形態ではプリンタ２）のモデル情報が記憶される。プリンタドライバ４３用の記
憶領域に記憶される情報に基づいて、プリンタドライバ４３は、制御対象のプリンタのモ
デルを認識できる。
【００３６】
　プリンタドライバ４３用の記憶領域には、さらに、プリンタに装着されている給紙トレ
イの情報も記憶される。プリンタドライバ４３は、プリンタドライバ４３用の記憶領域に
記憶される情報に基づいて、使用するプリンタにロール紙用トレイまたは長尺紙用トレイ
が装着されているか否か、長尺紙への印刷が可能なプリンタであるか否か、を判断できる
。本形態のプリンタ２は長尺紙への印刷が可能であることから。プリンタドライバ４３は
、用紙サイズとして長尺紙の選択を受け付ける。
【００３７】
　ＣＰＵ１１は、ユーザＩＦ１８に印刷設定画面を表示させ（Ｓ１０２）、その印刷設定
画面に、Ｓ１０１にて取得した印刷設定を表示させる。印刷設定画面の例を図３に示す。
図３の例の印刷設定画面５１には、用紙サイズの選択欄５１１と、レイアウト印刷の選択
欄５１２と、実際の用紙サイズの選択欄５１３と、ページの順序の選択欄５１４と、ＯＫ
ボタン５１５と、キャンセルボタン５１６と、レイアウト例５１７と、が表示される。Ｃ
ＰＵ１１は、印刷設定画面５１に表示させた各選択欄や各ボタンへの操作を受け付ける。
なお、印刷設定画面５１には、複数のタブが設けられ、タブへの操作も受け付ける。タブ
への操作を受け付けた場合、ＣＰＵ１１は、表示内容を切り換えて異なる項目への選択を
受け付ける。印刷設定処理の開始時には、図３に示すように、基本タブ画面５１Ａが表示
される。
【００３８】
　用紙サイズの選択欄５１１は、印刷ジョブに含まれる画像のサイズ、すなわち、印刷ア
プリ４２等のアプリに渡される用紙サイズを選択する欄である。レイアウト印刷やスケー
リングの設定を受け付けていない場合には、この欄５１１にて選択される用紙サイズが、
印刷に用いられる用紙のサイズとなる。スケーリングは、画像を拡大ないし縮小して印刷
させる設定であり、ＣＰＵ１１は、例えば、基本タブ画面５１Ａ以外の画面にてスケーリ
ングの設定を受け付ける。なお、印刷実行の指示を受け付けた場合、印刷アプリ４２等の
アプリは、用紙サイズの選択欄５１１にて選択された用紙サイズに基づいて、印刷対象の
画像の画像データを生成してプリンタドライバ４３に渡す。
【００３９】
　レイアウト印刷の選択欄５１２は、長尺紙の選択と、１枚の長尺紙に含ませる画像の数
（以下、「レイアウト数」とする）の選択と、を組み合わせて受け付ける欄である。例え
ば、図３に示す「３ページ（長尺）」の指定を受け付けた場合、印刷媒体の種類として「
長尺紙」が、レイアウト数として「３」が設定される。ＣＰＵ１１は、ロール紙用トレイ
または長尺紙用トレイの選択を受け付けた場合、実際の用紙サイズの選択欄５１３にて用
紙サイズとして長尺紙の選択を受け付けた場合、等に、レイアウト印刷の選択欄５１２を
選択可能に表示させて入力を受け付ける。そして、この選択欄５１２にて選択されたレイ
アウト数が２以上である場合に、ＣＰＵ１１は、レイアウト印刷が選択されたと判断する
。レイアウト数は、配置数の一例である。
【００４０】
　実際の用紙サイズの選択欄５１３は、レイアウト印刷の場合に、印刷に用いられる用紙
の用紙サイズを選択する欄である。レイアウト印刷の指示を受け付けた場合、プリンタド
ライバ４３は、実際の用紙サイズの選択欄５１３にて選択されているサイズをプリンタ２
での印刷に用いる用紙サイズとして、プリンタ２に渡す。長尺紙へのレイアウト印刷の場
合、実際の用紙サイズの選択欄５１３にて指定される用紙サイズは長尺紙のサイズであり
、用紙サイズの選択欄５１１にて指定される用紙サイズは各画像のサイズであることから
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、これらは異なるサイズである。
【００４１】
　ページの順序の選択欄５１４は、レイアウト印刷の場合に、画像の並び順を選択する欄
である。レイアウト印刷では、画像を回転させる場合もあり、回転角度によって、画像の
並び順が異なる印刷物が生成される。ページの順序の選択欄５１４では、例えば、「左か
ら並べる」と「右から並べる」とのいずれか、または、「上から並べる」と「下から並べ
る」とのいずれか、の選択を受け付ける。
【００４２】
　レイアウト印刷の例を図４に示す。図４は、長辺が用紙幅以内の画像を３枚配置したレ
イアウト印刷の例である。例えば、Ａ４サイズの３枚の画像を、用紙幅がＡ４サイズの長
辺のサイズ以上であって用紙高さがＡ４サイズの短辺のサイズの３倍以上の長尺紙に印刷
する場合、図４の各例に示すようなレイアウト印刷の設定が可能である。なお、図４中の
いずれの例においても、印刷実行時におけるプリンタ２での印刷順や印刷データの生成順
は図中で上から下向きであり、画像データのページ順である。
【００４３】
　図４の（Ａ）は、縦長の画像の例である。この場合、ＣＰＵ１１は、各ページの画像を
回転させて、画像の縦方向を用紙幅方向に配置する。画像の縦長ｄａは、第１方向の辺の
サイズの一例であり、画像の横長ｄｂは、第２方向の辺のサイズの一例である。縦長ｄａ
は、横長ｄｂ以上であり、縦長ｄａ／横長ｄｂは、１以上の値Ｍである。一方、用紙高さ
ｐａは、第３方向の辺のサイズの一例であり、用紙幅ｐｂは、第４方向の辺のサイズの一
例である。用紙高さｐａは、用紙幅ｐｂより大きく、用紙高さｐａ／用紙幅ｐｂは、Ｍよ
り大きい値Ｎである。
【００４４】
　この場合、ページの順序の選択欄５１４では、ＣＰＵ１１は、「左から並べる」と「右
から並べる」とのいずれかからの選択を受け付ける。「左から並べる」と「右から並べる
」とは、第１順と第２順との一例である。そして、ＣＰＵ１１は、ページの順序の選択欄
５１４にて「左から並べる」が選択された場合、（Ａ－１）に示すように、画像の横長ｄ
ｂの方向の辺のうち下辺が、用紙高さｐａ方向の辺のうち左辺となり、画像の横長ｄｂの
方向の辺のうち上辺が、用紙高さｐａ方向の辺のうち右辺となるように配置する。つまり
、ＣＰＵ１１は、各画像を９０度回転させて１ページ目の右側に２ページ目が来るように
配置する。これにより、横長の横断幕のような画像の作成が容易である。
【００４５】
　「右から並べる」が選択された場合、ＣＰＵ１１は、（Ａ－２）に示すように、画像の
横長ｄｂの方向の辺のうち下辺が、用紙高さｐａ方向の辺のうち右辺となり、画像の横長
ｄｂの方向の辺のうち上辺が、用紙高さｐａ方向の辺のうち左辺となるように配置する。
つまり、ＣＰＵ１１は、各画像を２７０度回転させて１ページ目の左側に２ページ目が来
るように配置する。配置が選択できることから，作成される印刷物の自由度が高い。
【００４６】
　図４の（Ｂ）は、横長の画像の例である。この場合、ＣＰＵ１１は、画像の横方向を用
紙幅方向に配置する。画像の縦長ｄｃは、第２方向の辺のサイズの一例であり、画像の横
長ｄｄは、第１方向の辺のサイズの一例である。横長ｄｄは、縦長ｄｃ以上であり、横長
ｄｄ／縦長ｄｃは、１以上の値Ｍである。用紙サイズは、図４の（Ａ）の例と同じである
。なお、各画像が縦長であるか横長であるかの情報は、プリンタドライバ４３を起動した
アプリから取得しても良いし、ユーザの指定を受け付けても良い。
【００４７】
　この場合、ページの順序の選択欄５１４では、ＣＰＵ１１は、「上から並べる」と「下
から並べる」とのいずれかからの選択を受け付ける。「上から並べる」と「下から並べる
」とは、第１順と第２順との一例である。そして、ＣＰＵ１１は、ページの順序の選択欄
５１４にて「上から並べる」が選択された場合、（Ｂ－１）に示すように、画像の縦長ｄ
ｃの方向の辺のうち左辺が、用紙高さｐａ方向の辺のうち左辺となり、画像の縦長ｄｃの
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方向の辺のうち右辺が、用紙高さｐａ方向の辺のうち右辺となるように配置する。つまり
、ＣＰＵ１１は、各画像を回転させずに１ページ目の下側に２ページ目が来るように配置
する。
【００４８】
　「下から並べる」が選択された場合、ＣＰＵ１１は、（Ｂ－２）に示すように、画像の
縦長ｄｃの方向の辺のうち右辺が、用紙高さｐａ方向の辺のうち左辺となり、画像の縦長
ｄｃの方向の辺のうち左辺が、用紙高さｐａ方向の辺のうち右辺となるように配置する。
つまり、ＣＰＵ１１は、各画像を１８０度回転させて１ページ目の上側に２ページ目が来
るように配置する。なお、図４では、各画像の間に隙間を設けて図示しているが、隙間は
なくても良い。あるいは、隙間を設けるか否かや、隙間の大きさについて、ユーザによる
指定を受け付けるとしても良い。
【００４９】
　図２の印刷設定処理の説明に戻る。ＣＰＵ１１は、表示中の印刷設定画面５１へのユー
ザの入力を受け付け、受け付けた操作に従って表示を変更する。そして、ＣＰＵ１１は、
実際の用紙サイズの選択欄５１３にて長尺紙が選択されているか否かを判断する（Ｓ１０
３）。長尺紙が選択されていると判断した場合（Ｓ１０３：ＹＥＳ）、ＣＰＵ１１は、レ
イアウト印刷が選択されているか否かを判断する（Ｓ１０４）。ＣＰＵ１１は、レイアウ
ト印刷の選択欄５１２にて２以上のレイアウト数が選択されているか否かを判断する。
【００５０】
　レイアウト印刷が選択されていると判断した場合（Ｓ１０４：ＹＥＳ）、ＣＰＵ１１は
、画像の長辺のサイズが用紙の用紙幅以下であるか否かを判断する（Ｓ１０５）。画像の
長辺のサイズが用紙幅以下であると判断した場合（Ｓ１０５：ＹＥＳ）、ＣＰＵ１１は、
画像を並べる方向（以下、「レイアウト方向」とする）を画像の短辺方向とする（Ｓ１０
６）。画像の長辺のサイズが用紙幅より大きいと判断した場合（Ｓ１０５：ＮＯ）、ＣＰ
Ｕ１１は、レイアウト方向を画像の長辺方向とする（Ｓ１０７）。
【００５１】
　Ｓ１０６にてレイアウト方向を短辺方向とした場合、図４に示した例のように、画像の
長辺同士が隣り合う配置となる。一方、Ｓ１０７にてレイアウト方向を長辺方向とした場
合、例えば、図５に示すように、画像の短辺同士が隣り合う配置となる。本形態では、画
像の長辺が用紙幅以内であれば画像の長辺を、画像の長辺が用紙幅を超える場合には画像
の短辺を、用紙幅方向に配置する。このように配置することで用紙を節約することが可能
である。
【００５２】
　図５の（Ｃ）は、縦長の画像の例である。この場合、ＣＰＵ１１は、画像の縦方向を用
紙高さ方向に配置する。ページの順序の選択欄５１４では、ＣＰＵ１１は、「上から並べ
る」と「下から並べる」とのいずれかからの選択を受け付ける。そして、ＣＰＵ１１は、
ページの順序の選択欄５１４にて「上から並べる」が選択された場合、（Ｃ－１）に示す
ように、画像の縦長ｄｅの方向の辺のうち左辺が、用紙高さｐｃ方向の辺のうち左辺とな
るように、各画像を回転させずに配置する。「下から並べる」が選択された場合、ＣＰＵ
１１は、（Ｃ－２）に示すように、画像の縦長ｄｅの方向の辺のうち右辺が、用紙高さｐ
ｃ方向の辺のうち左辺となるように各画像を１８０度回転させて配置する。
【００５３】
　図５の（Ｄ）は、横長の画像の例である。この場合、ＣＰＵ１１は、画像の横方向を用
紙高さ方向に配置する。ページの順序の選択欄５１４では、ＣＰＵ１１は、「左から並べ
る」と「右から並べる」とのいずれかからの選択を受け付ける。そして、ＣＰＵ１１は、
ページの順序の選択欄５１４にて「左から並べる」が選択された場合、（Ｃ－１）に示す
ように、画像の横長ｄｈの方向の辺のうち下辺が、用紙高さｐａ方向の辺のうち左辺とな
るように、各画像を９０度回転させて配置する。「右から並べる」が選択された場合、Ｃ
ＰＵ１１は、（Ｄ－２）に示すように、画像の横長ｄｈの方向の辺のうち下辺が、用紙高
さｐｃ方向の辺のうち右辺となるように、各画像を２７０度回転させて配置する。
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【００５４】
　図２の印刷設定処理の説明に戻る。Ｓ１０６またはＳ１０７の後、実際の用紙サイズの
選択欄５１３にて選択されている用紙の用紙高さの範囲内に、レイアウト数の画像を配置
可能であるか否かを判断する（Ｓ１０８）。レイアウト方向の画像の長さとレイアウト数
との積が用紙高さ以内であれば、その用紙にレイアウト数の画像を配置可能である。なお
、画像と画像との間に適宜間隔を設ける場合には、その間隔も加えて配置可能であるか否
かを判断するとよい。
【００５５】
　配置可能ではないと判断した場合（Ｓ１０８：ＮＯ）、ＣＰＵ１１は、配置できないこ
とを示す警告メッセージをユーザＩＦ１８に表示させる（Ｓ１０９）。警告メッセージの
例を図６に示す。図６の例の警告メッセージ５２には、用紙サイズの設定が不適切である
ことを示すメッセージと、ＯＫボタン５２１と、が表示される。Ｓ１０９は、報知処理の
一例である。そして、ＣＰＵ１１は、ＯＫボタン５２１への操作を受け付けたか否かを判
断する（Ｓ１１０）。受け付けていないと判断した場合（Ｓ１１０：ＮＯ）、ＣＰＵ１１
は、受け付けるまで待機する。
【００５６】
　なお、受け付けた組み合わせに対して警告メッセージ５２を表示させる代わりに、不適
切な組み合わせを受け付けないとしても良い。ＣＰＵ１１は、例えば、長尺紙の給紙が可
能な給紙トレイが選択された場合に、レイアウト印刷の選択欄５１２と実際の用紙サイズ
の選択欄５１３とページの順序の選択欄５１４とを選択可能に表示するとしても良い。
【００５７】
　さらに、レイアウト印刷の選択を受け付けた場合には、ＣＰＵ１１は、指定されたレイ
アウト数の画像を配置可能な用紙サイズを、実際の用紙サイズの選択欄５１３にて選択可
能な選択肢として表示させるとしても良い。例えば、図７（Ｅ）に示すように、レイアウ
ト数として「３」が選択された場合には、実際の用紙サイズの選択欄５１３では、用紙高
さｐｅが画像の横長ｄｂの３倍以上の用紙サイズのみが選択可能となっても良い。同様に
、レイアウト数が「４」であれば、図７（Ｆ）に示すように、用紙高さｐｆが画像の横長
ｄｂの４倍以上、レイアウト数が「５」であれば、図７（Ｇ）に示すように、用紙高さｐ
ｆが画像の横長ｄｂの５倍以上の用紙のみが選択可能となる。あるいは、実際の用紙サイ
ズの選択欄５１３にて受け付けた用紙サイズに配置可能な範囲内のレイアウト数のみ選択
を受け付けるとしても良い。
【００５８】
　指定された用紙にレイアウト数の画像を配置可能であると判断した場合（Ｓ１０８：Ｙ
ＥＳ）、ＣＰＵ１１は、ページの順序の選択欄５１４にて指定されている並び順に基づい
て、レイアウト例５１７を表示する（Ｓ１１１）。ページの順序の選択欄５１４にてペー
ジの順序の指定を受け付ける処理は、並び順設定処理の一例である。レイアウト例５１７
は、レイアウト画像の一例であり、Ｓ１１１は、レイアウト表示処理の一例である。
【００５９】
　図３に示した例は、実際の用紙サイズの選択欄５１３にて選択されている長尺紙に、用
紙サイズの選択欄５１１にて指定されているサイズの画像を、３ページ分印刷するレイア
ウト印刷の例である。このレイアウト例５１７では、「１」、「２」等の数字によって、
ページ番号と画像の向きとを示している。ページの順序の選択欄５１４にて「左から並べ
る」が選択されていることにより、レイアウト例５１７では、「１」ページの右側に「２
」ページが配置される。なお、レイアウト例５１７は、数字での表現に限らず、ページの
順序と各ページの向きとが分かるように図示すればよい。例えば、「上」、「下」等の文
字や矢印等の記号で画像の向きを示しても良い。
【００６０】
　Ｓ１１１の後、または、長尺紙が選択されていないと判断した場合（Ｓ１０３：ＮＯ）
、または、レイアウト印刷が選択されていないと判断した場合（Ｓ１０４：ＮＯ）、ＣＰ
Ｕ１１は、印刷設定画面５１にて、ＯＫボタン５１５への入力を受け付けたか否かを判断
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する（Ｓ１１２）。受け付けていないと判断した場合（Ｓ１１２：ＮＯ）、ＣＰＵ１１は
、キャンセルボタン５１６への入力を受け付けたか否かを判断する（Ｓ１１３）。受け付
けていないと判断した場合（Ｓ１１３：ＮＯ）、ＣＰＵ１１は、印刷設定画面５１への操
作によって、印刷設定の変更指示を受け付けたか否かを判断する（Ｓ１１４）。印刷設定
の変更指示も受け付けていないと判断した場合（Ｓ１１４：ＮＯ）、ＣＰＵ１１は、Ｓ１
１２～Ｓ１１４のいずれかの入力を受け付けるまで待機する。
【００６１】
　印刷設定の変更指示を受け付けたと判断した場合（Ｓ１１４：ＹＥＳ）、または、警告
メッセージ５２中のＯＫボタン５２１への操作を受け付けたと判断した場合（Ｓ１１０：
ＹＥＳ）、ＣＰＵ１１は、Ｓ１０３に戻って、さらに操作を受け付ける。なお、印刷設定
の変更指示を受け付けた場合、ＣＰＵ１１は、指示に基づいて印刷設定画面５１を変更し
て表示させる。ＯＫボタン５２１への操作を受け付けた場合、用紙サイズの選択欄５１１
や実際の用紙サイズの選択欄５１３に入力されている情報をクリアする、あるいは、最後
に受け付けた設定変更をキャンセルしても良い。
【００６２】
　なお、印刷設定では、ＣＰＵ１１は、印刷対象の画像に対するスケーリングの指示も受
け付ける。ＣＰＵ１１は、スケーリングの指示を、例えば、印刷設定画面５１の拡張タブ
画面にて受け付ける。図３に示した印刷設定画面５１中で拡張タブが選択された場合、Ｃ
ＰＵ１１は、基本タブ画面５１Ａに含まれない印刷設定の編集を受け付ける拡張タブ画面
を、ユーザＩＦ１８に表示させる。
【００６３】
　拡張タブ画面の例を図８に示す。図８の例に示す拡張タブ画面５１Ｂには、スケーリン
グの設定を受け付ける選択ボタン５１８と、倍率選択欄５１９と、が含まれる。スケーリ
ングの設定を受け付ける選択ボタン５１８は、例えば、「オフ」と、「用紙に合わせる」
と、「フリー」と、の中から選択を受け付けるボタンである。選択ボタン５１８で受け付
ける選択は、スケーリングが有効か無効かを示す設定の一例である。「オフ」はスケーリ
ングを無効とする設定の一例であり、「用紙に合わせる」と「フリー」とはスケーリング
を有効とする設定の一例である。拡張タブ画面５１Ｂにて選択ボタン５１８への操作を受
け付けた場合のＳ１１４は、スケーリング設定処理の一例である。
【００６４】
　選択ボタン５１８にて「フリー」が選択された場合、ＣＰＵ１１は、倍率選択欄５１９
への倍率の選択を受け付ける。倍率選択欄５１９に入力される数値は、倍率設定の一例で
ある。倍率の選択を受け付けた場合、ＣＰＵ１１は、印刷設定画面５１の用紙サイズの選
択欄５１１で選択された画像のサイズを、受け付けた倍率での拡大または縮小を行った後
の画像のサイズに基づいて、レイアウト可能であるか否かを判断する。
【００６５】
　選択ボタン５１８にて「用紙に合わせる」が選択された場合、ＣＰＵ１１は、実際の用
紙サイズの選択欄５１３にて選択された用紙サイズに、レイアウト印刷の選択欄５１２に
て選択されたレイアウト数の画像が入るように、拡大または縮小するための倍率を算出す
る。ＣＰＵ１１は、例えば、画像の縦長が用紙の用紙幅より大きい画像を、「用紙に合わ
せる」の設定にてスケーリングする場合、画像の縦長が用紙幅に揃うように倍率を決定す
る。「フリー」でレイアウト可能な倍率が選択された場合、または、「用紙に合わせる」
が選択された場合、ＣＰＵ１１は、スケーリングを有効とする情報と、倍率の情報と、を
印刷設定の情報に含ませる。
【００６６】
　図２の印刷設定処理の説明に戻る。印刷設定画面５１のＯＫボタン５１５への入力を受
け付けたと判断した場合（Ｓ１１２：ＹＥＳ）、編集中の印刷設定画面５１の設定を印刷
設定として決定し（Ｓ１１５）、決定した印刷設定をデータ構造体に書き込んで、印刷設
定処理を終了する。スケーリングが設定されている場合には、ＣＰＵ１１は、スケーリン
グの情報もデータ構造体に書き込む。なお、ＣＰＵ１１は、Ｓ１１５て決定した印刷設定
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をプリンタドライバ４３用の記憶領域に記憶させても良い。
【００６７】
　一方、キャンセルボタン５１６への入力を受け付けたと判断した場合（Ｓ１１３：ＹＥ
Ｓ）、ＣＰＵ１１は、印刷設定画面５１にて受け付けた編集内容を全て破棄し（Ｓ１１６
）、印刷設定処理を終了する。すなわち、ＣＰＵ１１は、編集された印刷設定をデータ構
造体やプリンタドライバ４３用の記憶領域に書き込まず、印刷設定画面５１を閉じる。
【００６８】
　なお、プリンタドライバ４３は、印刷アプリ４２等のアプリからの指示に限らず、例え
ば、ＯＳ４１、プリンタドライバ４３のメーカが提供する関連ツール、から印刷設定の編
集指示を受け付けた場合にも、印刷設定処理を実行する。この場合、ＣＰＵ１１は、Ｓ１
１２にて決定した印刷設定をプリンタドライバ４３用の記憶領域に記憶させる。つまり、
編集後の印刷設定は、恒久的なものとなる。なお、ＯＳ４１または各種の関連ツールやア
プリが、プリンタドライバ４３用の記憶領域に編集後の印刷設定を記憶させても良い。
【００６９】
　ここまで、印刷アプリ４２等にて印刷設定の編集指示を受け付けた場合のプリンタドラ
イバ４３の動作について説明した。印刷アプリ４２等のアプリからプリンタドライバ４３
が起動されたことにより、ＣＰＵ１１が印刷設定処理を実行した場合、Ｓ１１２またはＳ
１１３の後に印刷設定処理を終了した後も、印刷アプリ４２等が終了されるまで、データ
構造体は保持される。印刷アプリ４２等は、プリンタドライバ４３による印刷設定処理の
終了の通知を受け取った後、当該アプリにて受け付け可能な各種の指示、例えば、印刷実
行の指示を受け付ける。印刷アプリ４２等にてプリンタ２での印刷実行の指示を受け付け
た場合にも、プリンタドライバ４３の処理は実行される。
【００７０】
　次に、本形態のプリンタドライバ４３による印刷処理の手順について、図９のフローチ
ャートを参照して説明する。印刷処理は、印刷アプリ等にてプリンタ２での印刷実行の指
示を受け付け、ＯＳ４１からプリンタドライバ４３に印刷ジョブが入力されたことを契機
に、ＰＣ１のＣＰＵ１１にて実行される。
【００７１】
　印刷処理では、ＣＰＵ１１は、まず、印刷設定を取得する（Ｓ２０１）。印刷設定は、
印刷アプリ４２等のアプリとプリンタドライバ４３とで共用されるデータ構造体から取得
できる。なお、印刷アプリ４２等のアプリでは、印刷設定の編集指示を受け付けることな
く、つまり、前述した印刷設定処理を実行せずに印刷実行の指示を受け付ける場合がある
。その場合でも、ＣＰＵ１１は、印刷設定処理の開始時と同様に、プリンタドライバ４３
用の記憶領域に記憶されている印刷設定を読み出してデータ構造体に記憶させ、Ｓ４０１
では、そのデータ構造体から印刷設定を取得する。
【００７２】
　印刷設定には、前述したように、用紙サイズ、実際の用紙サイズ、レイアウト印刷の設
定、ページの順序の設定、スケーリングの設定、等が含まれる。Ｓ２０１は、第１サイズ
取得処理と、配置数取得処理と、第２サイズ取得処理と、の一例である。
【００７３】
　そして、ＣＰＵ１１は、取得した印刷設定にレイアウト印刷の設定が含まれているか否
かを判断する（Ｓ２０２）。具体的には、ＣＰＵ１１は、印刷設定に、２以上のレイアウ
ト数とページの順序を示す情報とが含まれているか否かを判断する。
【００７４】
　レイアウト印刷の設定が含まれていると判断した場合（Ｓ２０２：ＹＥＳ）、ＣＰＵ１
１は、印刷データ用の記憶領域を確保し（Ｓ２０３）、１ページ分ずつ画像データを取得
する（Ｓ２０４）。Ｓ２０４は、画像データ取得処理の一例である。画像データは、入力
された印刷ジョブに含まれる。
【００７５】
　ＣＰＵ１１は、取得した画像データの画像を指定された向きとなるように回転した画像
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の印刷データを生成する（Ｓ２０５）。Ｓ２０５は、印刷データ生成処理の一例である。
図４と図５に示したように、レイアウト印刷では、指定されたレイアウトに応じて、回転
させた画像を印刷させる場合がある。ＣＰＵ１１は、画像が縦長であるか横長であるかと
、指定された並び順とに基づいて、画像の回転角を取得する。例えば、図３に示した例の
ように、縦長の画像を左から並べる設定であれば、ＣＰＵ１１は、９０度回転させた画像
の印刷データを生成する。この場合、画像が横長であれば回転しないとすればよい。また
、スケーリングが有効となっている場合、ＣＰＵ１１は、スケーリングの設定にて指定さ
れている倍率に応じて、各画像の倍率を変更し、変更後の各画像に基づく印刷データを生
成する。
【００７６】
　そして、ＣＰＵ１１は、生成した印刷データを、Ｓ２０３にて確保した記憶領域に配置
することで、合成画像の印刷データを生成する（Ｓ２０６）。ＣＰＵ１１は、まず、１ペ
ージ目の画像の印刷データを記憶領域の先頭位置に配置する。
【００７７】
　そして、ＣＰＵ１１は、レイアウト数の画像の処理を終了したか否かを判断する（Ｓ２
０７）。レイアウト数の画像の処理が終了していないと判断した場合（Ｓ２０７：ＮＯ）
、ＣＰＵ１１は、Ｓ２０４に戻り、次のページの画像データに基づいて回転後の印刷デー
タを生成し、記憶領域の前のページの印刷データの後ろに配置する。これにより、記憶領
域には、前のページの画像と次のページの画像との合成画像の印刷データが記憶される。
【００７８】
　ＣＰＵ１１は、２ページ目以降の印刷データを、前ページの終端位置を基準に配置する
。具体的には、ＣＰＵ１１は、例えば、図１０に示すように、記憶領域５３の先頭位置Ｑ
１から１ページ目の印刷データを配置する。１ページ目の印刷データが終端位置Ｑ２まで
配置された、すなわち、１ページ目の右辺の位置が終端位置Ｑ２である、とすると、ＣＰ
Ｕ１１は、終端位置Ｑ２を基準に２ページ目の先端位置Ｑ３を決定する。先端位置Ｑ３は
、終端位置Ｑ２の次のラインであっても良いし、所定の余白を設けた位置であっても良い
。また、余白の大きさは、自動的に決定しても良いし、ユーザの指定を受け付けても良い
。このようにすれば、画像の大きさがアプリに渡した用紙サイズと異なる場合であっても
、ページ間に余分な隙間ができず、画像の一部が重なることもない。
【００７９】
　レイアウト数の処理が終了したと判断した場合（Ｓ２０７：ＹＥＳ）、ＣＰＵ１１は、
生成した印刷データをプリンタ２に送信し（Ｓ２０８）、プリンタ２に用紙１枚分の印刷
を行わせる。Ｓ２０８では、ＣＰＵ１１は、印刷に用いる用紙の用紙サイズの情報として
、印刷設定画面５１の実際の用紙サイズの選択欄５１３にて受け付けた用紙サイズの情報
をプリンタ２に渡す。レイアウト印刷の指示を受け付けた場合、プリンタドライバ４３は
、用紙サイズとしては長尺紙のサイズを、また、印刷データとしてはレイアウト数の画像
を合成した合成画像の印刷データを、それぞれプリンタ２に渡す。
【００８０】
　さらに、ＣＰＵ１１は、印刷ジョブに含まれる画像データの全ページの処理が終了した
か否かを判断する（Ｓ２０９）。終了していないと判断した場合（Ｓ２０８：ＮＯ）、Ｃ
ＰＵ１１は、次の用紙の印刷データを生成する領域を確保し（Ｓ２１０）、Ｓ２０４に戻
って、次ページの画像データの処理を実行する。
【００８１】
　一方、レイアウト印刷ではないと判断した場合（Ｓ２０２：ＮＯ）、ＣＰＵ１１は、印
刷ジョブに含まれる画像データに基づいて印刷データを生成し（Ｓ２１１）、生成した印
刷データをプリンタ２に送信する（Ｓ２１２）。Ｓ２１２の後、または、全ページの処理
が終了したと判断した場合（Ｓ２０９：ＹＥＳ）、ＣＰＵ１１は、印刷処理を終了する。
【００８２】
　本形態のプリンタドライバ４３は、給紙トレイとして常設トレイや自動選択が選択され
た場合、あるいは、実際の用紙サイズとして長尺紙ではない用紙、例えば、定型サイズの
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用紙が選択された場合、ＣＰＵ１１は、レイアウト印刷の設定を受け付けない。なお、定
型サイズの用紙への印刷では、例えば、Ｎｉｎ１印刷の設定を受け付けても良い。
【００８３】
　以上、詳細に説明したように、本形態のプリンタドライバ４３を備えるＰＣ１は、例え
ば、縦長の画像を長尺の用紙に印刷する場合に、画像を横長にして用紙の長手方向に並べ
た合成画像の印刷データを生成する。従って、縦長のまま連続して印刷する場合と比較し
て、余白の量が抑えられ、印刷に使用する用紙の長さも短くなることから、用紙の無駄を
減らすことができる。
【００８４】
　さらに、本形態では、画像の並び順を選択できるので、合成画像のバリエーションが増
え、利便性が高まる。そして、レイアウト例５１７として各ページのレイアウトを示すの
で、利用者が印刷イメージをつかみやすい。また、画像の長手方向のサイズが用紙の用紙
幅より大きい場合は横長にしないので、情報の欠落を抑制できる。
【００８５】
　さらに、本形態では、印刷不可能な用紙サイズを取得しないので、不適切な組み合わせ
の設定を回避できる。例えば、アプリに渡される用紙サイズと印刷に用いられる用紙の用
紙サイズとレイアウト数との組み合わせが印刷不可能な組み合わせであった場合、その旨
を報知する警告メッセージ５２を表示させるので、利用者による設定変更が期待でき、不
適切な組み合わせの設定を回避できる。
【００８６】
　さらに、本形態では、先行するページの画像の後端側の辺（後続するページの画像に近
い側の辺）の位置を基準に、後続するページの画像の先端側の辺（先行するページの画像
に近い側の辺）の位置を決めるので、画像間の隙間による用紙高さ方向の無駄を減らすこ
とができる。
【００８７】
　さらに、本形態では、スケーリングの設定を受け付け、各画像の倍率を変更できるので
、用紙サイズに合った画像を印刷でき、より用紙の無駄を減らすことができる。スケーリ
ングの設定では、利用者が手動で倍率を設定すれば、利用者が所望する画像を得やすい。
あるいは、用紙サイズに合わせて画像の倍率を自動的に決定すれば、利用者が倍率を設定
する手間を省くことができる。
【００８８】
　なお、本形態は単なる例示にすぎず、本発明を何ら限定するものではない。したがって
本発明は当然に、その要旨を逸脱しない範囲内で種々の改良、変形が可能である。例えば
、プリンタ２は、印刷単機能の装置に限らず、例えば、原稿読取機能やＦＡＸ送受信機能
を備えている装置であっても良い。本形態は、プリンタ２に代えて、複合機、コピー機、
ＦＡＸ装置等に接続されるＰＣ１にも適用可能である。また、ＰＣ１には、２台以上のプ
リンタが接続されていても良い。
【００８９】
　また、実施の形態にて図示した設定画面の構成はいずれも一例であり、これに限らない
。例えば、図３の例の印刷設定画面５１では、レイアウト印刷の選択欄とページの順序の
選択欄とを別に設けているが、レイアウト印刷の選択欄にページの順序の選択も含む選択
肢を選択可能に表示しても良い。また、例えば、基本タブ画面に含まれる項目や拡張タブ
画面に含まれる項目は、部分的に入れ替わっても良いし、さらに他の項目やタブが設けら
れていてもよい。また、レイアウト印刷の場合、スケーリングの設定を受け付けないとし
ても良い。
【００９０】
　また、実施の形態では、長尺紙の設定はユーザ定義サイズに限るとしているが、用紙サ
イズの用紙名として、長尺紙の用紙名が予め含まれていても良い。
【００９１】
　また、実施の形態では、印刷対象の画像として長方形のものについて説明したが、長方



(18) JP 2021-128564 A 2021.9.2

10

20

30

形に限らない。例えば、正方形の画像をレイアウト印刷する場合、プリンタドライバ４３
は、上下左右のいずれも向きも選択可能としても良い。
【００９２】
　また、実施の形態では、１つずつの画像データに基づく印刷データを生成して、生成し
た印刷データを合成するとしたが、画像データに基づいて合成画像の画像データを生成し
、合成画像の画像データに基づく印刷データを生成しても良い。また、レイアウト印刷の
場合、１枚の用紙に含まれる画像の印刷データの生成順は、１ページ目からに限らず、逆
順でも良い。また、プリンタ２における印刷順は、図示の例に限らず、逆順でも良い。
【００９３】
　また、例えば、実施の形態では、用紙高さ方向に画像を１列に並べる例を示した。すな
わち、画像の辺のうち短辺が画像の第２方向の例であり、用紙サイズのうち用紙高さ方向
の辺が用紙の第３方向の例であり、画像の第２方向の辺が用紙の第３方向の辺と同じ方向
となるように並べて配置する例を示した。ここで、用紙幅方向に複数の画像を１列に並べ
る例であっても良い。すなわち、画像の短辺が画像の第２方向の例であり、用紙の用紙幅
方向の辺が用紙の第３方向の例であってもよい。また、プリンタドライバ４３は、実施の
形態で説明したレイアウト印刷の指定とは別に、一般的な、Ｎｉｎ１印刷の指定を受け付
ける仕様であっても良い。
【００９４】
　また、各実施の形態に開示されている任意のフローチャートにおいて、任意の複数のス
テップにおける複数の処理は、処理内容に矛盾が生じない範囲で、任意に実行順序を変更
できる、または並列に実行できる。
【００９５】
　また、各実施の形態に開示されている処理は、単一のＣＰＵ、複数のＣＰＵ、ＡＳＩＣ
などのハードウェア、またはそれらの組合せで実行されてもよい。また、実施の形態に開
示されている処理は、その処理を実行するためのプログラムを記録した記録媒体、または
方法等の種々の態様で実現することができる。
【符号の説明】
【００９６】
　１　ＰＣ
　２　プリンタ
　１１　ＣＰＵ
　１８　ユーザＩＦ
　４２　印刷アプリ
　４３　プリンタドライバ
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】

【図８】 【図９】
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【図１０】
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